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洲国設立やその何周年記念日、皇帝の即位や来日に際し
ては友好ムードを高めるようなポスターが頻りに作成さ
れている。民間企業にとっても満洲は新たな市場として
魅力的であり、進出する上で政府の覚えを良くすること
は極めて重要だったからである。民間企業とはいえ、実
態は政府の多額の出資を受けていた南満洲鉄道会社（満
鉄）について見ると、鉄道事業を基軸に、鮮満案内所
を窓口にした観光事業を展開して欧米人向けに英語表記
したポスターも作成される一方、日本国内向けにはそれ
よりも他の事業の存在やその将来性を宣伝するものが多
かった。それは満蒙開拓が国策として行われていたこと
と関係しており、満鉄が自社と自社の基盤である満洲に
ついてのイメージを、相手と状況に応じて使い分けてい
た事実は、満洲という存在が複雑な存在であったことを
物語るものだと述べた。
以上、田島さんの当日の報告をかいつまんで紹介し

たつもりであるが、今後の課題として田島さんが述べて
いるように、中国向け商業ポスターは、日本企業の中国
進出を物語る資料としてもっと注目され活用されるべき
であり、またプロパガンダポスターにしても、特に戦時
体制下における日本や日本人にとっての満洲や中国とい
う存在、及びそれらに対する認識の形成を考える上で重
要な資料になるとの指摘はまさにその通りであり、ポス
ター研究と歴史研究の共同作業が今後より大事になると
強く感じながら、報告を伺った次第である。

（報告：大里浩秋）

から撤退する中で日本企業が進出し日本人が多く住むよ
うになって、広告対象は中国人と日本人の両方になり、
デザインは日本国内で流通しているものを基調にして、
説明言語だけを入れ替えるパターンに変更するものが現
れてきた。といっても、中国人向けには中国内で流通し
ていたポスターを参考にして別誂えすることが多かった
とも指摘した。さらに1930年代以降は、中国で高品質
のポスターが作れるようになったことから日本企業も自
社のポスターを中国で調達するようになり、当地で流通
している既成の図案に必要な文字情報を入れ込むことで
済ますことが多くなったとする。
また、プロパガンダポスターについては、1930年代
以降に制作された ｢中国モチーフ｣ を持つポスターの中
には、プロパガンダを目的にしたポスターが多数存在す
るとして、それを政府や軍、さらに「満洲国」による「友
好」イメージを植えつける目的を持ったものと、その目
的実現の一翼をになって民間企業が作ったものに分けて
説明した。その際、この種の政府系列のポスターの走り
は1931年の満洲事変を契機にしているのではないかと
推量して、例えば陸軍省が1932年から36年まで制作
した満洲事変記念日のポスターには、日本軍兵士とそれ
に親しく交わる現地の子供が描かれており、そこに打ち
出されているイメージは「友好」であると指摘する。そ
れは民間企業が作るポスターにおいても同様であり、満 写真４　公開研究会の様子

図３　 タカサゴビール、1920
年代半ば（2005 年姚村
雄『設計本事』p109）　

図４　満州事変記念日　1934 年
　　　（函館市中央図書館蔵）
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方に対し、日本が設けた日本租界の研究の存在を示すこ

とで、複眼的視点による居留地研究の可能性を示唆した

ものでもあったといえる。今年度は偶然にも、陳祖恩氏

による上海租界の報告もあったが、両氏の報告はまさに

わが国の今後の居留地研究の新たな可能性を示したもの

として注目されよう。また、シンポジウムに際して行わ

れたパネルディスカッションでは、長崎の出島や唐人屋

敷とその後の居留地との関連性などが話題となった。こ

の議論の視点も、居留地を海外からもたらされた異文化

としてだけではなく、過去との連続性という観点から見

直す必要性を示すものでもあった。

　二日目のエクスカーションは、重要文化財に指定され

ている旧香港上海銀行長崎支店前に集合し、長崎居留地

研究会会長並びに副会長であるブライアン・姫野順一両

氏の解説で始まった。旧香港上海銀行長崎支店、旧長崎

英国領事館の建物を眺めつつ旧居留地の変容の様相の解

説を聞き、オランダ坂を上って東山手甲13番館、東山

手12番館を見学した。東山手では他に、居留地境石碑

柱や英国聖公会会堂碑及び旧英国領事館坂道を確認しな

がら明治20年代の建築遺構である東山手洋風住宅群を

眺めた。その後、斜行エレベーターで南山手に上り、南

山手乙27番館、祈念坂そして最後に大浦天主堂を見学

して終了した。幕末から明治初期の古写真で見た長崎居

留地の風景を確認する散策でもあり、われわれ租界研究

にとっても有意義な一時であった。

　10月 20日・21日、長崎市の活水女子大学を会場に、

第5回外国人居留地研究会全国大会が開催された。開国

後に設けられた居留地が存在した函館・東京築地・横浜・

大阪川口・神戸・長崎をそれぞれ拠点として活動してい

る各地の研究会では、年に一度集まって全国大会を開催

している。今年度は、一日目は各地の研究会の活動報告

に加え、上海東華大学外語学院教授の陳祖恩氏が来日し、

「上海租界の文化と社会について」と題して特別報告を

行った。各地の報告後は、居留地研究の深化をめざして

パネル・ディスカッションが行われた。そして、二日目は、

長崎の居留地の遺産として現存する建築・土木関係遺構

を見て歩くというエクスカーションを実施した。なお、

シンポジウムのテーマは、「異文化の出会い―居留地に

おける伝道・外交・貿易」で、基調講演は地元長崎の研

究会会長を務める長崎総合科学大学教授のブライアン・

バークガフニ氏が「長崎における日英の出会いと居留地

の誕生」と題して行った。ブライアン氏自身、カナダ出

身の外国人であり、日本という異文化圏での生活の面白

さや難しさを実体験して得た独自の視点から、長崎の日英

両国の交流を通して幕末期の長崎居留地を紹介した。

　さて、本学非文字資料研究センターに設置されている

『東アジアの租界とメディア空間』では、第4回目の外

国人居留地研究会全国大会から参加し、今年度は班代表

の大里浩秋をはじめ内田青蔵および栗原純の3名が参加

し、大里教授が横浜居留地研究会を代表して報告を行っ

た。その内容は、「横浜居留地と中国各地の旧日本租界」

と題したもので、大里教授を中心にこれまで神奈川大学

21世紀COEプログラム並びに神奈川大学非文字資料研

究センターで行ってきた中国の日本租界に関する研究の

概要報告であった。その報告は、横浜居留地に関するも

のではなかったものの、これまでの外国人によってもた

らされたものといういわば固定化された居留地研究の見 写真 1　報告されている大里教授 写真 2　エクスカーションの様子

研究会報告

「第５回外国人居留地研究会全国大会 in長崎　2012」

内田　青蔵（非文字資料研究センター研究員）

『東アジアの租界とメディア空間』研究会

日時：2012 年 10月 20日（土）、21日（日）
会場：活水女子大学　本館大チャペル
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